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□正答数分布グラフ・正答数集計値 

  ・正答数１０問以上の割合はいずれも全国を下回っている。 

  ・正答数５問～９問の割合はいずれも全国を上回っている。 

  ・正答数４問以下の割合はいずれも全国を下回っている。 

□四分位表 

  ・第１四分位、第２四分位、第３四分位とも全国と同じである。 

 

〇本県は、全国に比べて正答数０問～４問の割合が少なく、正答数５問～９問の割合が高いことか

ら、中位層の児童への学習指導が充実していることが考えられる。今後は、上位層の児童への学

習指導をさらに充実させていくことが必要と考えられる。 

 

青森県

（公立）

全国

（公立）

第3四分位 10.0問 10.0問

第2四分位 8.0問 8.0問

第1四分位 6.0問 6.0問

【ミニ解説】四分位（しぶんい）とは？ 

・データを小さい順に並べたとき、全体を４等分す

る（２５％ずつ）３つの区切りのことです。 

・データの散らばり具合を知るために使います。 

第３四分位 下から７５％の位置  

第２四分位 ５０％の位置（中央値） 

第１四分位 下から２５％の位置 

 

Ⅱ 小学校 

１ 正答数   

①国語 

・正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）               ・正答数集計値 

                                                  

 

 

 

 

  

  

 

  

 

  

 

 

 

 

     

 

 

    ・四分位 

  

          

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数 青森県(％) 全国(％)

１３問 3.1 4.1

１２問 7.5 8.0

１１問 9.8 10.4

１０問 11.3 11.7

９問 12.1 12.0

８問 12.8 11.6

７問 11.4 10.6

６問 10.1 9.2

５問 8.5 7.6

４問 5.7 5.9

３問 3.9 4.1

２問 2.2 2.5

１問 1.0 1.3

０問 0.4 0.8
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□正答数分布グラフ・正答数集計値・四分位表 

・各層の区分基準となる四分位は、第１四分位、第２四分位、第３四分位ともに全国と同数である。 

・四分位に基づく各層の正答数集計値の各割合を全国と比較すると、下位層（第１四分位まで）及

び上位層（第３四分位から）の各割合は概ね全国を下回っている。 

・中下位層（第１四分位から中央値まで）及び中上位層（中央値から第３四分位まで）からなる中

位層の各割合は概ね全国を上回っている。 

   

○下位層の割合が低く、中位層に厚みがあることから、各校においてつまずきのある児童への支援

や基礎・基本の定着に向けた丁寧な指導が着実に実を結んでいると捉えられる。 

○上位層の割合を高めていくため、厚みのある中位層の課題を各校・各学級で分析し、課題解決に

向けた手立てを講じることで、児童一人一人の「主体的・対話的で深い学び」を実現できる授業

改善を図ることが大切と考えられる。 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問

青森県（公立）

全国（公立）

【ミニ解説】四分位（しぶんい）とは？ 

・データを小さい順に並べたとき、全体を４等分す

る（２５％ずつ）３つの区切りのことです。 

・データの散らばり具合を知るために使います。 

第３四分位 下から７５％の位置  

第２四分位 ５０％の位置（中央値） 

第１四分位 下から２５％の位置 

 

②算数 

・正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）              ・正答数集計値 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・四分位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県％ 全国％

１６問 1.4 3.1

１５問 3.6 5.4

１４問 5.8 6.8

１３問 7.1 7.7

１２問 7.8 8.1

１１問 9.0 8.4

１０問 9.5 8.4

９問 9.4 8.2

８問 8.9 7.9

７問 8.9 7.4

６問 7.8 6.9

５問 6.3 6.2

４問 5.1 5.3

３問 4.2 4.2

２問 3.0 3.0

１問 1.4 1.9

０問 0.8 1.0

青森県

（公立）

全国

（公立）

第3四分位 12.0問 12.0問

第2四分位 9.0問 9.0問

第1四分位 6.0問 6.0問
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・内容別では、「Ａ 話すこと・聞くこと」「Ｂ 書くこと」が全国を下回っている。「Ｃ 読むこと」が全

国とほぼ同じである。（１）「言葉の特徴や使い方に関する事項」が全国を上回っている。一方

で、（２）「情報の扱い方に関する事項」が全国を大きく下回っている。 

・評価の観点別では、「知識・技能」の観点が全国を上回り、「思考・判断・表現」の観点が全国を 

下回っている。 

・問題形式別では、「短答式」が全国を大きく上回り、「記述式」が全国を上回っている。一方で、 

「選択式」が全国を下回っている。 

 

103.1 

94.6 

97.9 94.7 

100.2 

(1) 言葉の特徴

や使い方に関す

る事項

(2) 情報の扱い

方に関する事項

Ａ 話すこと・聞く

こと
Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

青森県

全国

100.6 

97.8 

96.1 108.6 

104.6 

知識・技能

思考・判断・表現

選択式短答式

記述式

青森県

全国

２ 正答率   

①学習指導要領の内容及び評価の観点、問題形式 

   （ア）国語 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国を 100 とした時の本県の割合 

以下同様 
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96.9 

97.1 

96.7 90.0 

94.7 

Ａ 数と計算

Ｂ 図形

Ｃ 測定D 変化と関係

E データの活用

青森県

全国

97.3 

94.7 

96.6 97.3 

95.5 

知識・技能

思考・判断・表現

選択式短答式

記述式

青森県

全国

  （イ）算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・領域別、観点別、問題形式別の正答率は、全ての項目で全国を下回っている。 

・領域別では、特に「Ｄ 変化と関係」「Ｅ データの活用」が全国を大きく下回っている。 

・観点別では、特に「思考・判断・表現」が全国を大きく下回っている。 

 

○各校において、自校の課題分析を行い、課題解決に向けた授業改善の取組が必要と考えられ

る。 

○特に課題が見られた「Ｄ 変化と関係」「Ｅ データの活用」等の領域で、問題解決の過程や理由

を自らの言葉や式で筋道立てて説明・記述する活動を充実し、「思考・判断・表現」の育成と「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進していくことが大切と考えられる。 

※全国を 100 とした時の本県の割合 

以下同様 
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106.0 

112.2 

103.6 

101.8 

106.9 

108.9 

104.3 

104.3 

（５２）国語の勉強は得意だ

（５３）国語の勉強は好きだ

（５４）国語の授業の内容はよく分かる

（５５）国語の授業で学習したことは、

将来、社会に出たときに役に立つ

（５６）国語の授業で、先生は、あなた

の良いところや、前よりもできるように

なったところはどこかを伝えてくれる

（５７）国語の授業で、先生は、あなた

の学習のうまくできていないところはど

こかを伝え、どうしたらうまくできるよう

になるかを教えてくれる

（５８）国語の授業で、文章などを引用

して、自分の考えが伝わるように書き

表し方を工夫して文章を書いている

（５９）国語の授業で、文章を読んで理

解したことに基づいて、自分の考えをま

とめている

【国語】

青森県 全国

３ 児童質問調査   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

103.0 

98.4 

97.4 104.6 

102.9 

知識・技能

思考・判断・表現

選択式短答式

記述式

青森県

全国

【国語】 

・全ての項目で肯定的回答の割合が全国を上回っている。 

・特に、（５２）「国語の勉強は得意だ」、（５３）「国語の勉強は好きだ」については、肯定的回答の割合が

大きく上回っている。 

・国語の授業における教師の関わりに関する質問（５６）（57）の割合については、全国を大きく上回って

いる。 

 

〇本県の児童の国語学習に対する意欲や授業の理解度等は概ね良好な状況と捉えられる。この結果か

ら、教師が学習の状況を見取り、適切な支援や価値付けを行っていると考えられる。 
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【算数】 

・全ての項目で肯定的回答の割合が全国を上回っている。 

・特に、（６６）「算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っている」について

は、肯定的回答の割合が大きく上回っている。 

 

○算数への意識や学習活動等についての肯定的回答は、各校における基礎・基本の定着や授業改善

への取組の成果であり、学習への肯定的態度が形成されている状態と考えられる。 

○指導に活かす評価によって高めた安心感や意欲を土台とし、多様な考えを練り合う対話的な学びの

拡充を図り、統合的・発展的に思考する深い学びを推進していくことが大切と考えられる。 

 

 

 

 

100.2 

103.8 

100.3 

101.0 

103.0 

103.4 

108.7 

102.0 

(６０)算数の勉強は得意だ

(61)算数の勉強は好きだ

(62)算数の授業の内容はよく分かる

(６３)算数の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つ

(６４)算数の授業で学習したことを、普

段の生活の中で活用できている

(６５)算数の問題の解き方が分からな

いときは、あきらめずにいろいろな方法

を考える

(６６)算数の授業で、どのように考えた

のかについて説明する活動をよく行って

いる

(６７)算数の授業で、図形や数直線な

ど図が示された問題では、問題を解くと

きに図が役に立つ

【算数】

青森県 全国
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96.3 

99.3 

99.4 

99.2 

（４５）学習状況に即して児童のよい点や進歩の状

況を積極的に伝えることを行った

（４６）児童に学習の状況について改善すべき点を

伝え、改善できるように手立てを講じることを行った

（４７）目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書

いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫して文章を書くことができるような指導

を行った

（４８）目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図

表などを結び付けるなどして必要な情報を見付け

ることができる指導を行った

【国語】

青森県 全国

 ４ 学校質問調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

・全ての項目で肯定的回答の割合が全国を下回っている。 

・（４５）「学習状況に即して児童のよい点や進歩の状況を積極的に伝えることを行った」における学 

校質問調査の割合は全国を下回っているが、児童質問調査では上回っている。 

 

〇概ね全国と同程度と捉えられる。教師が行う学習状況の見取りや支援、価値付けが学習のねらい

としている資質・能力の育成につながるものになるよう、主体的・対話的で深い学びの視点からの

授業改善に引き続き取組が必要と考えられる。 
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99.8 

98.1 

97.8 

99.6 

（４９）日常生活や社会における事象と

の関連を図った授業を行った

（５０）具体的な物を操作するなどの体

験を伴う学習を通して、数量や図形に

ついて実感を伴った理解をする活動を

行った

（５１）問題の答えを求めさせるだけで

はなく、どのように考え、その答えになっ

たのかなどについて、児童に筋道を立

てて説明させるような授業を行った

（５２）授業で、学習上つまずいた児童

に対する対応を行えた

【算数】

青森県 全国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数】 

・全ての項目で肯定的回答の割合が全国を下回っている。 

・（５１）「問題の答えを求めさせるだけではなく、どのように考え、その答えになったのかなどについ

て、児童に筋道を立てて説明させるような授業を行った」における学校質問調査の割合は全国を

下回っているが、児童質問調査では上回っている。 

 

○具体物を操作するなどの体験を伴う学習をさらに充実させるとともに、結果だけでなく考え方や過

程について、児童が筋道立てて説明し合う学習活動を一層展開し、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた取組を進めていくことが大切と考えられる。 
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全国の「B 書くこと」の平均正答率は、学習指導要領の他の内容に比べて 
低く、本県でも同様の傾向である。また、大問２一は全国と比べて、平均正答率 
が４．７％低い状況にある。 
花山さんは、読み手も一緒に考えて読むことができるように、疑問と調べて分 

かったこと、次の疑問を繰り返して書いている。しかし、誤答の児童はその文章の 
構成や展開を捉えられなかったと考えられる。中でも、解答類型１を選んだ児童 
は、調査を報告する文章の典型例として選択した可能性がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連して☞  情報の扱い方に関する事項 〔知識及び技能〕  

全国を下回っている問題 

［大問２二］ 

・考えとそれを支える理由や事例など情報と 

情報との関係について理解すること 

［大問３二］ 

・情報と情報との関係付けの仕方、図などに 

よる語句と語句との関係の表し方を理解し 

使うこと 

〔知識及び技能〕は〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項と関連を図り、 

年間を通じて複数回、意図的に指導し、児童が体験的に身に付けていける 

ようにすることが大切である。（参照：令和６年度、令和７年度指導例） 

 ５ 指導改善のポイント 

  ①国語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結 果 の

ポイント 

B 書くこと 〔思考力、判断力、表現力等〕  

筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることに課題がある。 

具体的な設問例
大問２一 

「夏を快適に過ごすための工夫について報告する文章を書く」という言語活動
の中で、花山さんの文章の工夫を説明したものとして適切なものを選ぶ問題 

解答類型 

反応率（％） 

本県 

（公立） 

全国 

（公立） 

１ 
調査の目的や手順、調査結果を順

序立てて書いている。 
２６．７ ２５．２ 

２ 
結論を最初に述べ、それを支える事

例を複数取り上げて書いている。 
１１．８ ９．４ 

３ 

（正答） 

疑問と調べて分かったこと、次の疑

問をくり返して書いている。 
５３．２ ５７．９ 

４ 
複数の事例の長所と短所を比べて

書いている。 
７．８ ６．４ 

９９ 上記以外の解答 ０．２ ０．２ 

無解答  ０．３ ０．８ 

 

筋道の通った文章にするためには、児童が「読み手

にどのように読み進めてほしいか」という目的を明確に

し、それにふさわしいつながりや配列を意識して文章全

体の筋道を整えていくことが大切である。そのために

は、どのようなつながりや配列があり、それぞれにどの

ような効果があるのかを、教師が整理しておくことが必

要である。その上で、論の進め方が異なる複数の文章

を読み比べ、それぞれの効果について整理し、目的に

応じて選択して書く学習などが考えられる。 

 
 

 

［大問３二］ 情報を整理した図 

指導改善のポイント 

 

☞  相手に分かりやすく伝わるように、伝えたいことや
知らせたいことを明確にし、首尾一貫した展開となる
よう、論の進め方に注意して組み立てた文章のこと 

「筋道の通った文章」指導の系統性 

第１学年及び第２学年 
「事柄の順序」 

第３学年及び第４学年 
「書く内容の中心を明確に」 

第５学年及び第６学年 
「つながりや配列を意識して文章 
全体の筋道を整える」 
例えば 
考えと理由や事例 
原因と結果 
疑問と解決    など 

正答数６問の児童から
正答を選ぶ割合が増加し
ていく。 

どの正答数の児童も
学習した経験のある回
答類型１を選択する誤
答が多い。 
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②算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果のポイント 

①大問１（３） １㎤の立方体を３６個使ってできた直方体の体積を書く問題 

   ・体積の意味について理解することに課題（県正答率 34.2%） 

分析結果と課題 

○体積の意味についての理解に

課題。 

○３６や４を使った計算の答え 

などを体積としている。 

②大問２（４） 赤いテープの長さが、白いテープの長さの１．５倍になっている図を選ぶ問題 

   ・基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えることに課題（県正答率２８．８％） 

③大問４（３） 二次元の表から、前半にあやとりに参加する人数と、前半はかるたに参加し、後半は

あやとりに参加する人数を書く問題 

   ・二次元の表から、条件に合う数を読み取ることに課題（県正答率１２．８％） 

解答類型 

①３６（㎤）…３４．２％ 

②１４４（㎤）…２４．３％ 

③９（㎤）…１８．３％ 

④４（㎤）…１．４％ 

⑤４の倍数（36、１４４、４以外）…１４．９％ 

解答類型 

①ア、オ…28．8％ 

②イ、エ…40．4％ 

③ウ、カ…１０．7％ 

④ア、エ ア、カ…３．7％ 

⑤イ、オ ウ、オ…5．2％ 

分析結果と課題 

○示された基準量と割合から、比較量

を捉えることに課題 

○基準量の１．５倍に当たる比較量を

１．５目盛り多い量や１．５倍分を合

わせた量と捉えている。 

解答類型 

①ア 13、イ ８…１２．8％ 

②ア 13、イ ９… ０．９％ 

③ア 13、イ 類型１、２以外又は無解答… 26．９％ 

④ア ４又は９、イ ８…２０．７％ 

⑤ア ４又は９、イ ９…６．４％ 

⑥ア ４又は９、イ 類型１、２以外又は無解答…１７．９％ 

分析結果と課題 

○二次元の表から、条件に合う数を読み取ることに課題 

アを１３………４８．３％ 

イを８…………３９．０％ 

アを４又は９…４２．２％ 
同じ遊びだけど 

前半、後半どっちの数？ 

１．５目盛りの差が 

１．５倍ということ？ 

１．５倍だから合わせる？ 

高さが４㎝だから 

３６×４？ 

解答類型１（３） 児童の割合×正答数 
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正答数 9 問未満は直感的

計算の傾向が強く、体積の

保存性への理解が十分で

ないことがうかがえる。 


